
史学論叢第 46 号（2016 年３月）

四
三

大
学
院
文
学
研
究
科

〈
歴
史
学
専
攻
〉

篠
﨑　

将
貴

国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
法
務
省
移
管

戦
争
裁
判
関
係
資
料
に
つ
い
て
―　

　

極
東
国
際
軍
事
裁
判
弁
護
関
係
資

料
を
中
心
に
―

〈
文
化
財
学
専
攻
〉

一
瀬　

勇
士

盆
行
事
の
歴
史
的
変
遷
と
地
域
受
容

―
長
崎
県
の
事
例
を
中
心
に
―

﨑
野
祐
太
朗

九
州
地
方
に
お
け
る
周
溝
墓
の
流
入

と
古
墳
成
立
の
プ
ロ
セ
ス
―
弥
生
後

期
か
ら
古
墳
前
期
を
中
心
と
し
て
―

白
濱　

聖
子

ロ
ザ
リ
オ
、
メ
ダ
イ
な
ど
の
信
心
具

か
ら
読
み
取
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
再
受

容
―
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
長
崎
奉

行
所
旧
蔵
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
か
ら
読

み
取
る
19
世
紀
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ

ク
の
再
受
容
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研

究
―

園
田　

涼
太

律
令
国
家
成
立
期
の
国
境
と
し
て
の

九
州
―
隼
人
・
新
羅
問
題
と
渡
来
人

の
動
向
―

宮
木　

貴
史

九
州
地
方
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
石
見

型
製
品
の
研
究
―
埴
輪
、
木
製
品
、

石
製
品
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
―

山
下　

祐
雨

木
製
農
具
の
製
作
技
術
か
ら
み
た
類

型
化
と
機
能
―
主
に
北
部
九
州
出
土

品
を
中
心
と
し
て
―

史
学
・
文
化
財
学
科

〈
日
本
史
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
コ
ー
ス
〉

安
陪　

貴
晃

幕
末
期
の
福
岡
藩
に
つ
い
て
―
度
重

な
る
政
権
交
代
と
弾
圧
が
与
え
た
影

響
―

荒
木　

成
幸

鎌
倉
幕
府
と
荘
園
制

池
田　
　

優

平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
に
お
け
る

「
一
揆
」
を
見
る
―
住
人
・
百
姓
等

解
か
ら
の
展
開
―

伊
藤　

和
真

加
藤
清
正
に
つ
い
て

岩
﨑
明
日
華

官
人
陰
陽
師
と
法
師
陰
陽
師

江
野　

泰
輔

参
勤
交
代
と
江
戸
時
代

大
塚　

佳
太

鉄
砲
伝
来
か
ら
そ
の
後
の
影
響
に
つ

い
て

押
川　

華
菜

薩
摩
藩
の
支
藩
・
佐
土
原
藩
と
の
比

較

小
野　

慎
也

石
垣
原
の
戦
い

甲
斐　

敬
之

慶
長
５
年
の
豊
後
石
垣
原
に
お
け
る

戦
い
に
つ
い
て
―
大
友
氏
か
ら
み
た

石
垣
原
合
戦
―

黒
木　

亮
輔

大
坂
城
と
大
阪
城

黒
田　

夏
生

男
色
の
歴
史
的
変
遷

後
藤　

春
香
「
政
」
か
ら
見
る
天
皇
と
太
政
官
の

関
係
―
朝
政
と
内
裏
政
務
の
比
較
を

通
し
て
―

櫻
田　

香
代

加
藤
清
正
と
熊
本

佐
藤
亜
斗
夢

日
向
国
の
江
戸
期

清
水　
　

巧

天
草
・
島
原
の
乱
―
原
因
と
そ
の
後

の
影
響

下
地
龍
太
朗

太
田
牛
一
に
つ
い
て

末
永　

謙
吾

竹
崎
季
長
に
つ
い
て

田
中　

宏
樹

黒
田
官
兵
衛
の
生
涯

田
中　

佑
佳

豊
後
大
友
氏
の
対
外
交
渉

田
村
つ
ぐ
み

徳
川
大
坂
城
に
つ
い
て

冨
永　

一
希

南
北
朝
期
に
お
け
る
島
津
氏
―
薩
摩

国
・
大
隅
国
・
日
向
国
を
中
心
に
―

中
尾　

知
良

江
戸
時
代
の
身
分
に
つ
い
て

成
重　

将
希

徳
川
家
光
―
生
ま
れ
な
が
ら
の
将
軍

の
姿
―

西
本　

朗
崇

大
坂
の
陣

橋
口　
　

渉

信
長
政
権
と
室
町
幕
府

服
部　

智
之

石
田
三
成
の
生
涯

平
成
二
十
七
年
度
　

　
　
　
　
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目



平成二十六年度　修士論文・卒業論文題目

四
四

東　
　

脩
平	

豊
臣
秀
吉
の
調
略

樋
口　
　

翔	

江
戸
時
代
の
海
外
交
流

又
吉
つ
か
さ	

戦
国
時
代
の
水
軍
に
つ
い
て

宮
本　

佳
奈	
バ
テ
レ
ン
追
放
令
に
つ
い
て

三
好　

花
奈	
芸
予
関
係
に
お
け
る
婚
姻
政
策
の
意

義
と
役
割
に
つ
い
て
―
小
早
川
隆
景

の
果
た
し
た
役
割
と
関
係
性
―

柳
詰　

竜
希	

徳
川
吉
宗
と
そ
の
政
策

山
下　
　

恵	

織
田
信
長
の
生
涯

湯
淺　

智
之	

山
城
国
一
揆
八
年
間
の
自
治
的
支
配

横
山　

美
穂	

２
つ
の
事
件
か
ら
見
る
赤
穂
浪
士
の

姿

吉
田　

翔
馬	

公
文
書
に
お
け
る
権
利
関
係
―
開

示
，
非
開
示
問
題
を
中
心
に
―

〈
世
界
史
コ
ー
ス
〉

愛
下　
　

歩	

ビ
ス
マ
ル
ク
が
植
民
地
政
策
を
開
始

し
た
動
機
は
な
に
か
？

阿
部　

佳
織	

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
三
十
年

戦
争
（
１
６
１
８
―
４
８
年
）

奥　
　

美
咲	

東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
の
関
係

甲
斐　

祐
気	

幻
獣
と
人
間
の
関
係
―
ギ
リ
シ
ア
・

ロ
ー
マ
地
方
―

小
熊　

優
里	

イ
ン
カ
帝
国
の
地
方
支
配
と
道
の
役

割

佐
名
木
岳
人	

東
南
ア
ジ
ア
の
銀
経
済
―
東
南
ア
ジ

ア
に
お
い
て
石
見
銀
が
与
え
た
影
響

―

相
馬　

奎
子	

哲
学
的
人
間
学
に
基
づ
く
人
間
の
本

質

田
尻　

顕
大	

ド
イ
ツ
第
二
帝
国
皇
帝
と
ビ
ス
マ
ル

ク

長
田　
　

萌	

15
世
紀
か
ら
16
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
に
お
け
る
メ
デ
ィ
チ
家
の
支
配

西
本　

朋
央	

日
本
海
軍
の
戦
略
思
想
の
変
化
―
日

本
海
軍
が
大
艦
巨
砲
主
義
か
ら
航
空

主
兵
論
に
切
り
替
え
た
の
は
い
つ

か
？
―

野
本　

紘
司	

第
１
回
か
ら
第
３
回
目
ま
で
の
十
字

軍

林　

奈
津
美	

建
設
事
業
か
ら
見
る
古
代
ロ
ー
マ
帝

国

藤
本　

慎
二	
北
欧
社
会
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
つ
い

て
―
そ
の
前
提
と
し
て
の
『
エ
ッ
ダ
』

の
分
析
―

松
堂　

正
偉	

琉
球
王
朝
時
代
の
琉
球
と
中
国
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て

宮
瀬　

裕
理	

中
越
戦
争
に
つ
い
て

森　

な
つ
み	

紋
章
―
英
国
紋
章
の
変
遷
―

山
口
麻
莉
奈	

ガ
ウ
デ
ィ
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
な
に

を
表
現
し
た
か

山
本　

千
里	

落
書
き
か
ら
見
る
古
代
都
市
ポ
ン
ペ

イ
の
都
市
生
活

吉
元　

清
楓	

古
代
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
に
お
け
る

建
築
様
式
に
つ
い
て

〈
環
境
歴
史
学
・
文
化
遺
産
学
コ
ー
ス
〉

朝
廣　
　

栞	

宮
崎
の
神
々
―
神
々
の
ゆ
か
り
の
地

と
行
事
―

稲
垣
慎
太
郎	

別
府
温
泉
の
観
光
と
伝
承

運
乗　

昂
樹	

犬
が
迎
え
た
明
治
維
新
―
犬
と
人
と

の
関
わ
り
―

河
田　

正
悟	

軍
人
の
衣
食
住
―
昭
和
の
軍
隊
生
活

と
文
化
―

川
野　

裕
貴	

港
機
能
か
ら
見
た
沖
ノ
浜
―
貿
易
・

軍
事
の
拠
点
「
沖
ノ
浜
」
の
実
像
か

ら
瓜
生
島
伝
説
を
探
る
―

木
村
野
乃
子	

筑
前
鶴
岡
神
社
の
ヤ
ブ
サ
メ
―
そ
の

歴
史
と
行
事
―

末
次　

佑
実	

記
紀
神
話
―
そ
の
神
々
の
物
語
と
性

格
の
違
い
―

波
多
江
聖
奈	

災
害
と
怪
談
―
ネ
ッ
ト
で
語
ら
れ
た

東
日
本
大
震
災
の
怪
談
―

樋
口　

和
紀	

唐
津
く
ん
ち
―
唐
津
市
民
と
都
市
祭

礼
―
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四
五

廣
瀨
大
翔
弥	

豊
後
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
―

イ
エ
ス
ズ
会
と
義
鎮
―

前
畑　

芳
宏	

地
方
薬
店
の
製
薬
と
販
売
―
筑
後
山

門
の
松
尾
薬
店
を
事
例
と
し
て
―

𠮷
竹　

千
穂	
日
本
人
と
鰻
―
鰻
を
取
り
巻
く
信
仰

と
文
化
―

〈
考
古
学
・
保
存
科
学
コ
ー
ス
〉

足
立　

慈
恵	

馬
具
（
雲
珠
）
の
保
存
処
理
に
つ
い
て

鮎
川　

和
樹	

民
俗
考
古
学
的
方
法
に
よ
る
小
鹿
田

焼
の
研
究

岩
永　

悠
暉	

先
史
時
代
に
お
け
る
対
馬
の
生
業
―

特
に
漁
業
を
中
心
と
し
て
―

大
矢
健
太
郎	

国
庁
か
ら
み
た
国
府
―
機
能
と
建
物

配
置
を
中
心
に
―

片
岡　
　

翼	

日
本
の
軍
船

河
内　

花
織	

古
代
の
琴
の
機
能
・
用
途
に
つ
い
て

―
出
土
遺
物
を
中
心
に
―

川
野　

啓
太	

戦
跡
考
古
学
の
視
点
か
ら
見
た
負
の

遺
産
の
研
究

窪
田　

優
也	

縄
文
・
弥
生
時
代
の
南
西
諸
島
の
貝

の
利
用

小
中
原　

南	

掛
軸
の
修
復
と
自
然
科
学
的
調
査

鮫
島　
　

葵	

上
三
草
北
山
古
墳
出
土
ガ
ラ
ス
ビ
ー

ズ
小
五
の
材
質
と
製
作
技
法

田
中　

光
子	

横
穴
墓
の
出
土
人
骨
か
ら
み
た
親
族

構
造

田
上　

悟
大	

九
州
に
お
け
る
縄
文
時
代
の
陥
し
穴

塚
本　

史
晃	

九
州
と
韓
半
島
の
剥
片
尖
頭
器
に
つ

い
て
の
研
究

中
根　

涼
芳	

弥
生
時
代
の
織
物
に
つ
い
て
―
特
に

絹
織
物
を
中
心
と
し
て
―

中
原　

彰
久	

九
州
地
方
に
お
け
る
古
代
山
城
城
門

の
変
遷
に
つ
い
て

中
本　

智
子	

地
震
に
お
け
る
被
災
し
た
文
化
財
の

レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
つ
い
て

成
合　

修
造	

日
向
地
域
に
お
け
る
稲
作
の
受
容
―

檍
遺
跡
を
中
心
に
―

錦
織　

植
哉	

立
岩
産
石
庖
丁
の
再
評
価
に
つ
い
て

濱
口　
　

蛍	

別
杵
地
域
に
お
け
る
後
期
古
墳
の
特

質
に
つ
い
て

檜
垣
龍
之
介	
北
部
九
州
に
お
け
る
考
古
学
的
知
見

か
ら
見
た
葬
送
研
究

松
尾　
　

光	

豊
前
地
域
の
窯
跡
に
つ
い
て

松
尾　

知
哉	

熊
本
県
に
お
け
る
縄
文
後
・
晩
期
社

会
の
研
究
―
特
に
土
偶
に
つ
い
て
―

松
下
由
香
里	

室
内
環
境
に
お
け
る
新
岩
絵
具
へ
の

影
響

村
田　

仁
志	

熊
本
県
八
代
市
有
佐
貝
塚
出
土
資
料

の
整
理
と
２
・
３
の
考
察


